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第- 日午後には西山先生の薄 い不完全 BGSe気 軽の相転移のお話 と,三沢

さんの Fermi系の基底状態についてのお許が あった0両山先生のお話は体

系の free energy を相互作用の .scattering length の巾級数の形に求

めるとき,密度が薄いか らと言って塵低次だけ とると,転移が一次になって

定性的 に も誤 った藩論を与えるが,二項 目までとれば二次 の相転移になると

いう内容であるO これは多極間瀬の取扱い方の報 しさを示 した j:い例の一つ

であろうOあまりに よい例なので,こO,結果か ら tt埋想 Bose気体では転移

点で比熱が連続であるが ,不完全気体では比熱に とびが出 る"と言い切れる

かどうか判 らないような気に さへな ったO

三沢 さんの裏話は,古 くて新 しい Fermi系の基底状態の問題であ るO

Hartree-Fock近似の中でさえ,問題に応 じて色々な変分関数 をとると

energyを下げ ることが出来 るとい うことであるが.問題は何 とな く結晶構

造の問題に似て来たように敵われる｡ Spin density wave と anti-ferro

crystalline とどちらが energyが低いか という議論は,二つの結晶構

浩のどち らが より安定か という問題に似てい るO結晶の場合は実原にどんな

形にな f:･かが判 ってい るが,多体問題ではそれ さえ判 らな いのだか ら一段と

亜 しい と云えよう｡ 私の感 じでは,そのような報 しい問題に窺正面か ら取組
＼

む よりも,蔑分な ｡と正使の知れているもの - 例えば H-三 一 のよう

な ものを取 り上げて考 えた方が,や り易いように思えるが ,その感 じ方は無

論 ,人に よって興 るであろう｡
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